
京都市南部クリーンセンター移動式破砕機設置及び運転支援業務委託仕様書

環境政策局適正処理施設部施設整備課
（担当　寺尾、岡田　電話075-222-3972）
１　目的
本業務は、京都市南部クリーンセンターにおいて移動式破砕機を用いた実証試験を実施し、粗大ごみ処理への適用可能性を検証することを目的とする。
実証試験においては、各種粗大ごみの破砕可否、処理能力、運転時における騒音及び粉じん等の環境影響並びに運転管理上の課題を確認する。

２　履行場所
京都市伏見区横大路八反田２９番地
京都市南部クリーンセンター敷地内

３　履行期間
契約締結日から令和８年１０月３０日まで（うち実証試験日は３日間を予定）

４　業務内容
受託者は、移動式破砕機一式を搬入し、設置、運転支援及び撤去を行うものとする。
なお、実証試験期間中は技術員を常駐させ、運転支援及び機械トラブル発生時の対応を行うこと。
業務内容は次のとおりとする。
⑴　移動式破砕機の運搬及び設置
移動式破砕機を履行場所まで運搬し、試験に必要な状態まで設置すること。大型トレーラーによる搬入を想定しているが、現地条件により破砕機を自走させて試験場所まで移動させる場合がある。搬入・搬出の際に敷地内道路を通行止めとする可能性が高いため、時間帯は発注者と協議すること。
⑵　操作説明
実証試験初日において、発注者職員に対し、移動式破砕機の操作方法、日常点検方法及び安全上の留意事項について説明を行うこと。説明時間は概ね１時間程度を想定する。
⑶　運転支援
実証試験期間中は技術員を配置し、運転支援及び不具合発生時の対応を行うこと。
⑷　撤去及び搬出
実証試験終了後、機器を撤去し搬出すること。
５　破砕対象物
実証試験の対象は、主に布団類、家具類及びスプリングマットレス等の粗大ごみを想定している。なお、試験の実施状況に応じて、発注者が指定するその他の粗大ごみについても試験対象とする場合がある。
試験に使用する移動式破砕機の機種及び仕様については、試験対象物を踏まえ、受託者の提案によるものとする。
また、処理能力について特定の性能要件は設けないが、本実証試験の目的を踏まえ、おおむね１０t/h程度の処理能力を有する機種であることが望ましい。

６　発注者の対応事項
⑴　実証試験に係る破砕対象物の準備
⑵　破砕機運転員の配置
⑶　投入用重機の準備及び運転
⑷　破砕物の保管及び搬出
⑸　実証試験期間中、試験後の燃料補給
※試験開始時は受注者にて燃料を満タンにしておくこと。
⑹　散水作業

７　受託者の対応事項
⑴　移動式破砕機の運搬及び設置
⑵　操作説明及び安全指導
⑶　試験期間中の技術員配置
⑷　運転支援及びトラブル対応
⑸　移動式破砕機の撤去及び搬出

８　安全管理
受託者は関係法令を遵守し、安全管理を徹底すること。また、敷地内は施設のルールを順守すること。

